
」 

 

 

 

******************************************** 

 

 

 

********************************************

【月間聖句】 

   わたしは心を尽くして主に感謝をささげ 

   驚くべき御業をすべて語り伝えよう。 

 

                  (詩編９編２節) 

 

「還暦で母教会に戻れて」 

                         持田文重 

私は４才から２年間、家から一番近い小倉カトリック幼稚園に通っ

た。年に２回園児達は先生に連れられて歩いて香春口の小倉カトリッ

ク教会に行った。私は初めて見る異国情緒あふれる礼拝堂に大変感動

して教会の大好きな子供になった。神様のお話は先生からいつも聞い

ていた。教団賛美歌１１１番「神の御子はこよいしも」をラテン語で

習って覚えた。今でも少し覚えている。家の隣に同年代の姉妹がいて、

よく遊びに行った。ある日、姉妹のお母さんが「イエス・キリスト」

と書いた絵本を読んでくれた。その本はその頃の私には難しかったが、

どんな絵本より心に残った。 

姉と従姉妹が西南女学院中学に入った。三年後、キリスト教に関心

のある私はどうしても西南に入りたくて、その時だけは必死で勉強し

た。中二の時、荒瀬昇先生からバプテスマを受けた。 
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大学時代は東京新宿区の女子寮で生活した。寮から見える所に日本

キリスト教団富士見町教会があり、すぐ転入会した。牧師は８０代の

島村亀鶴先生だった。２９才の武公子さんという教友が教会から与え

られた。喜んで通っていたが、説教が私には大変難しくよくわからな

かった。説教の時間は４０分以上だった。私は他の教会員が皆、私よ

り、たくさん信仰があると思って、だんだん足が遠のいて約一年ちか

く教会に行けなかった。その期間は本当に孤独で淋しく浪人中でもあ

った。ある日、淋しさに耐えられなくなり、勇気を出して高くなった

教会の敷居をまたいだ。武姉は泣いて抱きついて喜んでくれた。武姉

の祈りによって私は教会に戻れた。私の居ない間に新しい副牧師の先

生、若い伝道師の先生、私と同年代の若い学生達が沢山メンバーにな

っていて、それから新しい友も与えられ、楽しい教会生活を送った。 

高校二年だった野中宏樹君（現野中牧師）は同じ青年会のメンバーだ

った。 

親しい牧師先生の紹介で２４才の時、主人（牧師）と結婚した。 

その時、主人は５年近くアメリカのサンフランシスコに日系一世の女

性達の為に日本語教会の牧師をしていた。２、３年はそこで主人の手

伝いをする予定だったが、色々な理由で教会を閉めることになり、８

ヶ月で日本に帰った。伝道の方法は色々あったが南区の葛原で開拓伝

道をする事となった。主人は英語、英会話の教師の仕事をして教会は

日曜礼拝だけのほとんどボランティアだった。礼拝の席上献金は次の

週の礼拝後の昼食とお茶、お茶菓子代になった。教会の名前は葛原キ

リスト教会だった。２５年間葛原キリスト教会で礼拝を守った。１０

人前後の出席だった。はじめの頃は私が教会学校の教師をして、１０

人くらいの小学生が集まり、クリスマスには聖劇、賛美歌の合唱、楽

器の合奏もして、とても楽しかった。でも４年生になると地区の子供

会に入る事になっていて男子は野球、女子はバレーをするためにやめ

てしまった。一番小さかった女の子が４年生になってやめた後は、私

と次男の喜明の二人でずっと教会学校を続けた。喜明と教会学校の案

内のチラシを作ってコピーして配ったが、だれも来なかった。家の教

会では大変な事のほうが多かったが、少ないメンバーで親戚以上の大

変よい交わりが出来た。 



２５年目に主人が突然、脳管出血で倒れ、その日から教会の仕事も

出来なくなった。数少ないメンバーの要望で礼拝と同じ時間に日曜日

だけ礼拝堂に変わる１６畳のリビングに集まり、皆で聖書を読み、祈

り、持ち寄り昼食会をした。私にとって大変よい癒しの時間だった。 

約１０ヶ月の入院生活を終え、主人が家に帰ってきて、私にとって初

めての２４時間体制の介護生活が始まった。主人が入院している時は、

毎日数時間、面会に行くだけでよかったが慣れない介護の毎日に疲労

困憊してしまい、せっかくの祈祷会もやめてしまった。介護にあけく

れ、気付いたら七年間も教会から遠ざかっていた。これではいけない

と思い、息子達がお世話になったボーイスカウトの隊長夫婦が教会員

だった聖公会の教会に転入会した。その時どうしてシオン山教会が思

い浮かばなかったかというと、私の中でシオン山教会は西南女学院の

学校の教会という強い固定観念があった。 

転入会した教会では教父母（教会の信仰の両親）を与えられて大変

よい交わりの中で幸福であったが、礼拝の形式がシオン山教会や富士

見町教会とあまりにもちがうので、何年たっても礼拝になじめなかっ

た。喜明が島田兄に誘われてシオン山教会に通った事がきっかけとな

り神様の不思議なお導きで母教会のシオン山教会に４２年ぶりに戻る

事が出来た。礼拝に出席した私は一瞬で西南生に戻り、今すわってい

る礼拝堂の椅子も前の椅子についている足置きも不思議なほど、今ま

で行ったどの教会の物より私の体にぴったりと合った。何かの用事で

教育館の２階に行った時、突然、西南女学院中学の校舎と全く同じ匂

いがして、しばらく驚いて立ち止まってしまった。随分、遠回りをし

てしまったが神様の計り知れない御計画により還暦でシオン山教会に

帰ることが出来た。もう二度と神様からもシオン山教会からも遠ざか

らない様に毎日、祈っている。 


